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令和６年度第２回子ども・子育て会議 議事録 

 

１ 日時 

令和６年８月２３日（金）１０：００～１１：３０ 

 

２ 場所 

和歌山市勤労者総合センター6 階 文化ホール 

 

３ 会議次第 

１ 開会 

２ こども未来部長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 議題 

（１）和歌山市こども計画（骨子案）について 

（２）その他 

５ 閉会 

 

４ 会議資料 

資料１ 和歌山市こども計画（骨子案） 

 

５ 参考資料 

参考１ ニーズ調査結果報告書案および生活実態調査結果報告書案に対するご意見 

  参考２ 目標達成率が低い施策一覧 

  参考３ 第４章子ども・子育て施策の展開変更案 
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司会 

ただいまから令和６年度第 2 回和歌山市子ども・子育て会議を開催いたします。 

本日の会議は、委員 19 名のうち 15 名の委員の方の出席をいただいておりますので、和

歌山市子ども・子育て会議条例第 6 条第 3 項の規定に基づき、本会議が成立しております

ことをご報告いたします。また、議事録作成のため、本会議をレコーディングさせていた

だきますので、ご了承ください。なお、 本日の会議録につきましては、後日、各委員に送

付させていただくとともに、会長の承認をいただきホームページに掲載いたしますので、

よろしくお願いいたします。  

 それでは、7 月 29 日付けで新しく委員になられた方をご紹介いたします。 

 

【委員紹介～】 

 

司会 

それでは、こども未来部長よりご挨拶申し上げます。 

 

【こども未来部長挨拶～】 

 

司会 

では、本日の会議資料の確認をお願いいたします。 

 

【資料確認～】 

 

司会 

本日の会議は、11 時 30 分終了予定としています。それでは会長、和歌山市子ども・子

育て会議条例第 6 条第 2 項に基づき議事進行のほど、よろしくお願いいたします。 

 

会長 

皆さん、おはようございます。それでは、 今から議長を務めさせていただきます。 

議事進行につきまして、皆さんにもご協力をいただければと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

 では、会議次第に基づいて会議を進めていきたいと思いますけれども、本日の議題は 1

件となっております。議題の方は、「（１）和歌山市こども計画（骨子案）について」にな

ります。 それでは事務局の方から説明をお願いいたします。 
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事務局 

説明の前に資料の訂正があります。間際の差し替えとなってしまい申し訳ございませ

ん。 

10 ページと 18 ページの数字が、一部訂正となっております。まず 10 ページの上から

４行目の 4,586 世帯を 4,585 世帯に、下から 3 行目の 6,112 世帯を 4,983 世帯にそれぞれ

訂正しております。 

次に 18 ページの 3 歳児、4 歳児、5 歳児のパーセンテージにつきまして、上の数字が正

しく、下のグラフが間違っているということで、グラフの数字を文中の 3 歳児 93.2%、4

歳 95.3％、5 歳児 95.5％という数字に合わせております。それでは説明に入らせていただ

きます。 

 

【事務局から「和歌山市こども計画」（骨子案）について説明】 

 

会長 

はい、ありがとうございました。 それでは、今提案をしていただきました骨子案につい 

ての質疑応答を行っていきたいと思います。  

今説明がありましたように、和歌山市を取り巻く状況に関しては、正直なところ、あま 

り明るい展望が開けないところではあるかと思いますけれども、それらを踏まえて現行の 

計画に対する達成点と課題を報告していただきました。  

それから、前回のニーズ調査の結果を改めて確認していただいて、最終的に 66 ページ 

から課題のまとめ、そして 69 ページから次の計画への基本目標案といったものが示され 

ております。これらに対して、委員の皆様からご意見をいただきたいと思いますので、よ 

ろしくお願いいたします。それでは、いかがでしょうか。 

 

委員 

貴重なまとめ、ありがとうございました。参考資料 1 の 9 ページ、2 番のこども誰でも 

通園制度についてですが、前回意見を出させていただいた内容とリンクしてくるんですけ 

れども、 やはり今回の振り返りにおいても、感染症対策やワークライフバランスの充実と 

いうところは何度も何度も文言として上がっている重点的な課題だと思います。 

ここで少し小児科医的な立場から申し上げさせていただくと、 感染対策という言葉に関

して、おそらく皆さん、新型コロナウイルスのようなパンデミックを想定されると思いま

す。しかしながら実際は、子供の感染症というものは、毎年爆発的に流行していまして、

現在であれば、コロナウイルスのパンデミックで抑えられていたような手足口病ですとか

溶連菌や RS ウイルス、インフルエンザといった通常の流行性疾患もこの数年は爆発的に

増加しています。  

 こども誰でも通園制度自体は素晴らしい取組だと思うんですけれども、6 ヶ月以降のお
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子さんたちが集って、という形になると、おそらく爆発的に感染症が流行すると思いま

す。    

その際に課題となるのが、その感染した子を誰が看るのかという問題でして、今日の資

料で、病児保育を実際利用されている方の実数としては、数百人単位から千人単位ってい

う形で増加傾向が見られるのですが、なかなかこの数年間で、 現場の先生方の病児保育の

努力にも関わらず、実際には利用が広がっていないという現状が浮き彫りになったかと思

います。 

 もうわずか 2 年後にこども誰でも通園制度が始まるという状況にあって、この数年間で

実際に病気にかかった子を看る人がいないという現状をなかなか根本的に変えることがで

きていないというのは、かなり緊急度の高い案件ではないかなという風に考えています。  

 実際に数年後、この制度が始まって、保育士さんの確保という課題を解決できたとして

も、いざ通わせだしましたが、1 ヶ月で何回も風邪ひいて、お母さんが結局毎日休まない

といけないという未来はほぼ見えているので、 回答に保育所等で行っている感染症対策を

基本として、という風なことも書いていただいているんですけれども、やはりここの感染

症が爆発し得るという部分に関して、そしてお母さんがおそらく毎日休まなくてはならな

いようになってしまうっていう部分に関して、具体的にどういった方向性で考えていらっ

しゃるのかという点は 1 番気になりました。 

 

会長 

何か説明、回答等いただけるようでしたら、関連する部署からお願いしたいと思いま

す。 

 

保育こども園課 

今委員の方からご指摘ありましたように、 こども誰でも通園制度、令和 8 年度から本格 

実施が始まるという中で、ご指摘いただいたような感染症対策というものが重要になると 

思っております。 

それと、病児保育の方も現在 2 か所で実施しておるんですけれども、延べ人数的にも計 

画人数にほぼ達している中で、病児保育の重要性というものを認識しているところです。

今後施設数を増やすというところも検討に入れて、感染症対策に臨んでいきたいと考えて

おります。 

 

委員 

 私、全国病児保育協議会和歌山県支部支部長もさせていただいておりますが、病児保育

の方に関しては、若干施設数がこれで頭打ちになっているので、増やしたいということで

各方面に話をしています。小児科の併設型ということを今やってるわけですけれども、 小

児科の先生方にも、敷地であるとか駐車場確保であるとか、そういう面で、なかなか併設
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が難しいと言われています。和歌山市の方からもお手伝いいただいて働きかけを行い、増

やそうとしているのですが、なかなか増えないという状況です。小児科の先生方の意識も

どんどん変えていかないといけないと思っておりまして、開業する際にできる限り病児保

育を併設していただきたいということをお伝えしてるんですけど、なかなか増えないとい

う現状であるということが 1 点です。 

2 点目は、周知がもうひとつだということです。今度、和歌山県の方からも周知してい

ただくということで、ICT 化と広域化ということを少し考えさせていただいて、和歌山

市、和歌山県下の全ての病児保育が、ある程度連携して、広域化していこうということを

今年度させていただこうかなと思っております。進捗のペースは、ゆっくりなんですけ

ど、できる限り病院保育の方も頑張らせていただきたいなと思っております。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。他、いかがでしょうか。 

 

委員 

43 から 47 ページの調査結果で、「子育て支援の環境は良くない」という声について、前

回の調査に比べてぐっと増えているんですが、この辺は行政の方はどのように捉えられて

いるのか、お聞きしたいです。 

 

子育て支援課 

今、委員おっしゃっていただいた「子育て支援の環境が良くない」というポイントが伸

びたということに関して、保育所のことや先ほどお話にありました病児保育、あとは当課

で実施しております地域子育て支援拠点施設などの相談機関も含めて、いろいろな子育て

支援策をさせていただいているのは事実なんですけれども、 それが実際、子育て支援の環

境が良くないというような回答をいただいてるのが、非常に私達も重要視してるとこでは

あります。 

 実際、このニーズ調査で意見もいただいてるんですけれども、もっと色々具体的に話を

聞きながら、どういったところで環境が良くないのかということを今後分析しながら進め

ていかなければならないと考えております。実際、 それらがソフト面の話なのか、ハード

面の話なのか、そのあたりも含めてしっかり分析した上で、子育て支援の環境が良くない

ということに関して、和歌山市で少しでも環境が良くなるように今後努めていきたいと考

えております。以上です。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。その他、いかがでしょうか。 
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委員 

たくさんの施策を考えていただき、本当にありがとうございます。私の方は、 計画の基 

本目標 3、「質の高い就学前教育・保育の提供と地域子育て支援の充実」に関してです。も 

う数年前から、保育士の確保、そして保育士の負担軽減に関しては検討されてきていると 

ころです。私たち養成校としても、保育士の魅力を発信するんですが、若者がこちらの方 

を向いてくれない状況にあります。養成校としては、とても今苦労しているところです。 

行政側としては、 この就学前教育の質の向上を図るためにどのような施策で学生たち、 

若者たちの思いをこの保育士の方に、幼児教育の方に向ける何か対策をお考えでしょう

か。よろしくお願いいたします。 

 

保育こども園課 

今おっしゃられたように、保育士不足は、和歌山においても本当に喫緊の課題であると 

感じております。市としましても、保育士の魅力という部分を市民の皆さんにどういった 

形で、お知らせすることができるかというところを検討しているところです。 

取組としましては、現在お勤めの保育士さんの処遇の改善であったりとか、保育体制の 

強化を進めて、保育士さんが働きやすい環境を整備するというところを引き続き進めてい 

るところです。 

加えて、新たな保育士を確保するために、今委員がおっしゃられたように、市民の方に 

どういった形で広報して保育士の魅力という部分を伝えていけたら良いのかというところ 

をまず検討して進めていきたいと考えているところです。以上です。 

 

委員 

保育士の件なんですけど、私は、NPO 団体にいて、私個人は、保育事業といいます

か、シッター事業もやっているんですけれども、割と潜在保育士さんの登録があります。

なぜ、現場で働かれないかっていうところに関して、すごく思いがあって保育士さんにな

られたりとか、通信で受けられる方も結構いらっしゃるっていうのは聞いたことあるの

で、 保育士になりたい、幼稚園教員になりたい、現場で働きたいっていう気持ちのある方

がたくさんいらっしゃるとは思います。ただ、なかなか現場で活躍できない点に関して、

そのあたりのアンケート調査のようなことができれば、改善点といいますか、どういう風

にしていけば良いのか、が分かると思います。保育士さんたちは、働きたいという思いは

あるので、本当にもったいないなといつも思っています。  

そのあたりが、もしできたらお願いしたいです。 

 

副会長 

すみません、ちょっと短大の広報になるかと思うんですけれども、来年度から 短大の方 

でも、従来の 2 年生で幼稚園免許、それから保育士資格を取るコースと、それから長期履 
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修制度というものを設けようと思っております。大阪の方では、3 年間をかけて保育士を 

養成するということがこの頃多くなってきておりまして、うちもやっぱり入学生が激減し 

ております。 

定員減は保育課だけではないんですけど、悲しいことにそういう状況になってきており 

まして、ひいては現場に送り出す保育者の数も少なくなっております。 

そこで、 何かやろうっていうことで、男女共学化と合わせて長期実習制度を来年 4 月の

入学生から取り入れようと思っています。そのメリットとしましては、2 年間の授業料で

3 年間の学習ができる、それから、カリキュラムも別に作りまして、週 3 日ほど登学すれ

ば 3 年間で 資格に必要な単位を履修できる、少し余裕を持って、ゆとりを持って学べるっ

ていうことになります。今、経済的に支援が必要な若者も増えてますので、そういった人

たちや従来から増えてきている社会人の入学生、主婦の方などの将来資格を取って専門職

に就きたいという方たちにとって少しでも学びやすいような、そういう機会を提供しよう

っていう形で、今私たちも高校周りをしたり、ちょうど今保育実習が始まってるんですけ

ど、実習先にもそういうチラシを持って回って募集をかけているところでございます。 た

だ、それで何人きてくれるかっていうのは今読めない状況なんですけれども、高校の方で

は反響があります。 反響をいただいておりますので、わずかであっても、本当に 1 桁であ

っても増やしたいなという気持ちでございます。 

 それと、養成が終わって今度は現場に送り出すわけですけれども、園の方には、大変迷

惑をかけておりまして、朝ここに来た時に一部の園長先生から、今年採用していただいた

2 人が、今ちょっとつまずいており、小規模のところに移りたいという申し出があった

り、もう 1 人は、病気で休職中というお話をいただいております。新人を辞めさせないよ

うに、随分それぞれの園が配慮なさってくれてると思うんですけれども、本当に私は申し

訳ないと思っております。ある程度学生のうちに厳しさも伝えたいと思うのですが、なか

なかそれが叶わないのが現実で、問題化しているという風には感じております。 

それともう 1 つ、 保育士を養成するということに加えて、現場の現役の先生たちをなん

とか定留するように、その人たちがやめずにずっと仕事を続けられるような環境を作って

いただきたいということも大きいかと思います。一旦辞めた方がもう一度保育現場に戻っ

て補助的な形、非常勤っていう形でもサポートされてる方がたくさんいます。まずは正職

で雇用されてる方たちが結婚、出産、子育てをしながらでも続けられるような環境を何か

していただけたら、継続しての 就労が可能になるんじゃないかなと思っております。現場

の先生達、ここに園長先生たちたくさんおられますが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

会長 

ありがとうございました。他、いかがでしょうか。 
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委員 

昔よりすごい政策が進んでいて、合計特殊出生率は国より高いっていう現状で、多分良 

いところもあると思うんですけども、これをざっと見たら、悪いところばっかりで、良い

ところ、これをやったら効果的であるという部分はわからないと思います。達成率の低い

一覧が、この資料に差し込んでいるのであれば、良いものも差し込んであった方が良いと

思います。私、大学でこういう研究の報告書の作成をやらせていただいた時、研究者とし

て、ここが良いという部分を書いてあれば、アピールして研究とかできるんですけども、

悪いことばっかり書いてあったら、そういった人たちが活用するときに、良い部分を探せ

ないと思います。もし、この参考資料に入るのであれば、良いと思われるというものも差

し込んでいただけたら、今後の学生とか、これを見る子育てに関係する人たちがもっと希

望を持ってアイデアなどを出せると思うので、そういうものがあれば嬉しいなと思いまし

た。以上です。 

 

会長 

はい、ありがとうございます。 
それでは、次の方お願いいたします。 

 

委員 

いろんな先生方から保育士のことが言われましたので、 現状をちょっと話しといた方が 

いいのかなと思うんですが、はっきり言って今非常に厳しい状況なんですね。ですから、 

大学出てもなかなか生涯何年もお勤めになるということは非常に少なくて、平均で 7 年と 

いうことで、7 年過ぎると皆さんお辞めになるということは、統計に出ています。 

我々としては長いこと居ていただきたい、そういう気持ちでやっているんですが、原因 

の 1 つに、例えば今国がやっているキャリアアップも僕は問題あると思うんです。という

のも、幼稚園もそうですけど、やっぱり保育士っていう 1 つの資格を持って社会に出てき 

て働いているわけです。そういった人に給与を上げるから、60 時間ものキャリアアップの 

研修を受けなさい、みたいなやり方は考え直さなければいけないと思います。だから、い 

つでもどこでも誰でもみたいな制度を作っても誰ができるんですか。先生がいなかったら 

受け入れもできないはずです。だから、令和 8 年からするって言ったって、公立でそんな 

に人を雇ってるんですか。民間は無理やと思います。 

病児保育 1 つにしたって問題は皆わかってると思います。1 つの病状だったらいいです

けど、これ皆さん複数でかかるわけですよね。そしたら、かかった時に病児保育行きたい

なって思っても、風邪ひきのお子さんやったら看させていただくけども、お腹痛い人は看

れないよっていうことがあります。お母さんは、うちの子は風邪にかかったわけじゃない

から、安心して見ていただけるところがありがたいなと思うんです。ところが、申し訳な

いけど、お宅のお子さん風邪じゃないんで看れないです。みんなと同じ症状であれば看て
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くれるんですけど、 それが無理だと思うんですね。だから、そういう人でも受け入れがで

きるような体制を考えてあげないといけない。例えば、保育士というより看護師にみても

らう、あるいはお部屋をつくっていくつかに分けて、そういう人たちが個別で見れるよう

にするとか。やっぱり何にしてもお金もいると思います。例えば、子供が病気になるんだ

ったら、なんとかこども病院みたいなできないのかなっていつも思っています。私、近畿

で聞いたことがあるんですけど、和歌山では無理ですよ、大体人口 100 万人なかったらこ

ども病院は無理なんですよと言われました。ところが、100 万人いないと、子供は病気に

ならないかって言ったら、当然そうじゃないんですね。だから、 そこをなんとかするのが

行政だと思います。国の基準がこうだからと言うのではなく、和歌山市としては、どうし

たいんだということが出てこないと。 

保育士の件にしてもそうですが、国の基準をなんとか我々クリアしようと思うのが精一 

杯なんです。ですから、そんな中で 次々と新しい施策、こども誰でも通園制度やるといっ

ても、今いる親御さんも満足してないのに、新たにしたい人、誰がいるんですか。我々も

一生懸命これから努力をしていかないといけないんですが、行政も普通のやり方じゃだめ

だと思います。気持ちを変えて、予算もたくさんかかるだろうけど、そういう形でなにか

しないと。特に子供たちは、悪くなっても自分じゃ言えませんからね。 

 もう普通のやり方じゃあかんと思いますよ。和歌山にいかに残ってもらって、仕事をし

てもらって、子育てをしてもらって、 和歌山に将来いてもらうということの、種まきって

言い方、良いのか悪いのかわかりませんけど、そういう種をいっぱい蒔かないと多分和歌

山に来ないんじゃないですか。 

 今日は教育委員会来てるけど、この間からも言ってますが、こども園にしたって保育こ

ども園課とかの市長部局だけの話じゃないでしょ。例えばですよ、こども園一つとってみ

ても、こども園するんだったら幼稚園も同じ箱の中にあるわけですよね。でも教育委員会

は、うち関係ないよと言っている。僕もここにずっと出させてもらってるけど、幼稚園の

こども園化なんて 1 回も言ったことがない。出てくるのは、市長部局のほう。だから、そ

んな縦割りの取組しかできないなら、網羅した形の計画の数字なんていらないと思う。 

 やっぱり「子供」という 1 つの括りの中で、いかに子供たちがいい環境で 育っていくの

かということを考える時に、教育委員会とか市長部局とかは関係ないと思うので、自分た

ちで一度、子供のことについて真剣に考えないと和歌山市の未来はないのでは。何かこれ

について部内で話したことありますか。計画案出してもらう前に、1 回レクでもして、自

分たちの目標の方向性を委員さん方に分かってもらうようなことはしたことあるんです

か。 

 

子育て支援課 

 この計画の冊子について、今回お示しさせていただいたことに関しては、福祉局内で打

ち合わせ等させていただいて、ご提示はさせていただいております。 
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 なかなか会議の場というわけにはいかなかったのですが、教育委員会をはじめ、いろん

な関係部局とも電話、メール等でのやり取りで内容の確認等を行っております。 

 

委員 

そういう意味ではなく、あなたが言ってるのは、うちはこの分野ですから、ここの分野

はあなたがやってくれますかとか、そういう報告だけの話じゃないんですか。 

 

子育て支援課 

委員のおっしゃる通りでして、今おっしゃっていただいたことも踏まえて、先ほど、こ

ども園の話もありましたけど、 庁内の関係課で会議、打ち合わせをこちらから打診させて

いただきたいと考えております。 

 

委員 

今のままでは出来ないと思います。出来ないって言い方は悪いですが、やっぱり責任を

持って、教育委員会でもこども園のことに取り組んでください。病児保育についても、例

えば保育所、こども園だけじゃなくて幼稚園の子供もかかるし、子供は予防接種打ってな

いから、どんどん病気が広がっていきます。  

せっかくこれだけ皆が来られて、いろんなご意見賜っているなら、なにか一度本当に考え

てくれた方が良いと僕は思いますが。悪い数字の話をされて、それを反省せず終わってし

まっているままではだめだと思います。 

 

委員 

関連した話になるんですけれども、病児保育に関して、リーダーの方が進めてやってい 

ただいてるんですけれども、現実問題としてやはり難しいのが、責任の所在、子供たちの 

安全を担保するというところがどうしても病児保育では限界があって、広がりにくいとい 

うことがあると思います。先ほど、こども病院のお話が出ましたが、小児科とか小児看護 

などの専門家がタッグを組んで、今の入院と外来の中間的な存在としての 1 日短期入院み 

たいな形で、入院ほど大病でもないし、外来のようにその瞬間だけっていう場でもない、 

中間的な場所が実現できれば本当にいいと思うんですね。 ただ、少数グループで考えたと 

て、小児科のみでできることではないので、やはりこの辺の大まかな枠組みを作っていだ 

くのが行政の役割だと思います。 

ただ一方で、行政の方々は、小児科の現場というものを具体的にはなかなか分かりかね 

る部分だとは思いますので、 そういった部分で行政の中の横の繋がりももちろんですし、 

特にこういった子育て分野に関しては、 我々小児科などの専門家と協力していくことが良 

いのではないかと思います。今かなり専門と一般との分離も進んできてまして、なかなか 

外病院の先生方は 、そこまで多くの入院患者さん診てらっしゃるわけではなくて、小児科 
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の数は増えつつあるんだけれども、その役割をうまく活かしきれてない部分があります。 

そういった小児科側の事情と行政の事情とをお互いにやり取りしていって、僕らだけでは 

なかなか出せない、そういう中間的な、病児保育も超えた、入院の 1 歩手前ぐらいの専門 

家が幅広く見れるみたいな形を実現できる大きなビジョンを示していただくのは、ぜひ行 

政の方々にお願いしたいです。それを実践できるかどうか分からないんですけれども、行 

政という単位で、市はこんなふうにしますっていうビジョンを僕たちに気軽に言っていた 

だけましたら、是非とも手を取り合ってやっていかせていただきたいと思っています。や 

っぱり専門知識もない中で、行政側だけでいろんなこと考えるのは本当に難しいと思うの 

で、ぜひ逐次でご相談いただけたらなと強く思います。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。そろそろ時間も迫ってきていますが、その他ございま 

すでしょうか。 

 

委員 

今専門の方々の話がいろいろとありましたが、私が一般的に町の中で生活している一人 

の意見として、例えば 1 つ、この参考資料 2 の中に 8 つ、「コロナウイルスのために」と 

いう項目があるんです。そうすると、コロナウイルスが今収まってきているので、今度報 

告いただく時は、ここら辺の項目の数字が改善するという期待を持ってお話を聞かせてい 

ただきました。これは私の意見なので、お答えは結構です。  

それと、資料の 10 ページに三世代家庭の大幅な減少というか、要は核家族化が進んで 

いるということですが、この減り方がちょっと異常なんですよね。平成 12 年に比べたら 

令和 2 年は 80 パーセント減っているということです。これは結局、若いご夫婦なりが、 

自分たちが楽しく生活して子育てできるために、後ろ側に私らみたいな高齢者の今までの 

子育ての知恵を活かすということが、なかなかできにくい環境だと思います。このあたり 

の改善といってもできる話、できない話が多数あると思います。ただ、 やっぱりそういう 

方面で、高齢者の子育ての意見を家庭でもっと生かせるような啓発と申しますか、 そこら 

辺にも少し取り組んでいただけたらなと思っております。以上です。回答は結構です。 

 

 

会長 

はい、ありがとうございました。他はよろしいでしょうか。 

 

委員 

30 ページ、スクールソーシャルワーカーについてのご質問をさせていただけたらと思い

ます。すごく簡単な質問にすると、現在、スクールソーシャルワーカーの質の向上を目指
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していくということなんですけど、 スクールソーシャルワーカーとしてのお仕事としての

課題について、今どう認識されてるのかっていうのをちょっと聞かせていただけたらなと

思います。 

 

子ども支援センター 

 スクールソーシャルワーカーは現在、和歌山市立の中学校、義務教育学校にそれぞれ 1 

名ずつ、 9 名のソーシャルワーカーを 18 校に配置しております。そして、この中学校区 

内の小学校も支援対象ということでやっていますが、年々支援件数は増加傾向にありまし 

て、外国籍の子供さんの支援も行っているところです。ここ数年の一番の課題は、やはり 

低年齢化、小学校での支援数が増えてきたということであると考えています。以上です。 

 

委員 

今現在、色々な課題を抱えてるお子さんたちやご家庭がとても増えている中で、各学校 

に 1 名ずつではなかなかクリアできない課題がたくさんあるんじゃないのかなと単純に思 

います。僕も色々なところに行かせていただきまして、中学校にも行かせていただくと、 

発達の課題のある子たちが一般の学校の中にもたくさんいらっしゃいます。そして、その 

中でなかなか課題を解決できずに、どんどん進級していっているという現状でして、本当 

に課題を解決できないまま成長していってるということをすごく感じるんですね。そこで 

スクールソーシャルワーカーの資質の向上は、本当に大切だと思っていて、職業としても 

なかなか継続しづらいということもいろいろお話聞きますし、カウンセラーの方とスクー

ルソーシャルワーカーの方と学校の先生とで共同していかないといけないのですが、 その

辺もうまくいっていないところも実際多いんじゃないのかなと思います。 

ぜひスクールソーシャルワーカーが、しっかりと職業として成り立つようにもしてほし 

いですし、続けて、学校の中の住みやすいというか過ごしやすいような環境を作ってもら

えるように努力していただけたらと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員 

計画の基本目標のところで、7 番目に、今回少子化対策を入れたということでしたけれ 

ども、実際に色々対策していただいてる中で、 少子化に関しては具体策があんまりなかっ 

たかなと思っています。というのも今回色々いただいた支援策は、実際に子育てをしてい 

て困っている方向けのものが多いと思っております。先日意見を出させていただいた時 

に、4 ページの 3 番目のところに他の市町村の事例をちょっと入れさせていただきまし 

た。それに対しての回答として、本市において 3 か所の公共施設内で、子育て支援をやっ 

ていますいうような回答いただきましたけれども、少し私が意図していたところと感覚が 

違うかなというところがありましたので、お伝えしておきたいと思います。 

少子化対策ということについて考えようとした時に、対象は、既に子育てを始めて困っ 
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てる人ではないと思います。子育てを始める前の、結婚しようかな、子供を授かるように

考えようかなというようなタイミングの人らに対してのアプローチが必要であると考えて

おりまして、であれば実施施設としては、現状あまり和歌山市にはないのかなという風に

感じています。やはりそこら辺のターゲットに対して、何かをしていかないと少子化対策

は進まないと思います。 

 子育てに関する情報の発信施設の事例として挙げさせていただいているところは、ショ

ッピングモールの中とかで、実際そういったところで実施している市町村があります。 

和歌山市で実施している施設３か所について、調べさせていただきましたけれども、南保

健センター、ほほえみセンター、市民図書館ということで、おそらく意図して行かないと

接触することがない施設になっています。少子化対策という観点で考えた時に、一般の人

に情報を発信する場としては、かなり弱いかなと思います。その他の取組も結構、閉鎖的

なところで行われているものが多いという風に思います。若者にこっちを向いてほしいな

とか、地域の人にこっちを向いてほしいなと思うと、やはり PR というところが弱いと思

いますので、その辺についても、何かしら対策を検討いただければありがたいと思いま

す。以上です。 

 

会長 

ありがとうございました。それでは、まだご意見持たれてる方もいらっしゃると思いま

すけれども、あとのご意見等につきましては事務局の方にメール等で送っていただければ

と思います。 

私の方から最後にということで言わせていただきますと、今回のこども計画の策定につ

いては、スケジュールがかなりタイトであるということを、ぜひ委員の皆様には知ってお

いていただきたいなと思います。 初めの 3 ページにありますように、このこども計画を立

てるにあたって、国の方のこども大綱、 それから各都道府県で作られているこども計画、

そしてニーズ調査等を踏まえてこども計画を作るという形になっているんですけれども、

前回の会議でも報告ありましたように、実はすべての市町村がそのスケジュールで動いて

います。私もいくつかの市町村に話を聞いていますけれども、どこもニーズ調査を同じ時

期にし、県と都道府県と市町村の間についても、今の和歌山県でも同じように計画が同時

進行で進んでいる。 

その中で、和歌山市という自治体が、国と県の計画も踏まえて作っていかなければいけ

ないと いうことで、市町村は、ある意味、一番割を食っているっていう風な状況だと思い

ます。ですので、担当、各担当課の方々もデータの取りまとめ等で、すごくご負担をされ

ているっていうことは事実だと思います。 

まずは、こちらの会議ではデータを見ていただいて、ぜひ次回の会議の時には、各部会

に分かれて、今後の計画についての施策を基に、各委員の方々から具体的なご意見をいた

だきたいと思っております。その際に今日の骨子案でいきますと、4 章以降ですね、 具体
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的な今後の計画の案が出てまいりますので、ここはもう削っていいんではないかとか、こ

こはやっぱり充実させなければいけないのではないのかというご意見をいただいて、こど

も計画を策定していくという流れになればと思っております。ですので、次回のこの会議

においても皆様のご意見とご協力を賜れますと嬉しいです。 

そういうことで、本日の会議は以上で終わらせていただきたいと思いますけれども、 議

題に加えて、その他事務局の方から追加で何かございましたらよろしくお願いいたしま

す。 

 

事務局 

はい、１点ございます。 

今会長がおっしゃっていただいた 4 章以降の施策の取組につきまして、見直しを検討さ 

せていただきたいと思います。子ども・子育て施策の展開ということで、参考資料 3 を見

ていただけたらと思います。右側が現行計画の体裁で、各事業と各目標を全て載せさせて

いただいてたんですけども、目標値が設定できてない施策とか達成率 100 パーセントが多

い事業もありましたので、左側の案のように、事業一覧と数値目標化する事業をいくつか

ピックアップを行って記載したいと思います。上段の事業一覧で、事業を整理させていた

だいて、下に必要な目標数値を載せることで施策の展開に関して重要な施策を明確化しよ

うという狙いです。 

 今後こういった形で進めさせていただければと思っております。 今回ご提案でございま

すが、これで進めさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

会長 

いかがでしょうか。それでは、今説明がありましたとおり、参考資料 3 の形を現行から

案の方に変えていく形で次回の資料を作成していただけると思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 それでは、これをもちまして令和 6 年度第 2 回の和歌山市子ども・子育て会議の議事を

すべて終わりたいと思います。 委員の皆様、ご協力ありがとうございました。では事務局

の方へお返ししたいと思います。 

 

司会 

おかげ様を持ちまして議事は全て終了いたしました。会長におかれましては、長時間に 

わたり議長を務めいただき、ありがとうございました。また、委員の皆様、ありがとうご 

ざいました。  

次回の子ども・子育て会議につきましては、10 月下旬に開催する予定です。 議題につ 

きましては、全体会議で計画素案を提示し、その後、幼児教育保育部会及び放課後児童地 

域子育て部会に分かれて、主に量の見込みと提供体制の確保について議論できればと考え 
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ておりますので、追ってご連絡させていただきます。  

以上をもちまして、令和 6 年度第 2 回和歌山市子ども・子育て会議を閉会させていただ 

きます。本日はありがとうございました。 


